
○ 水道法 

（昭和３２年６月１５日） 

（法律第１７７号） 

（改善の指示等） 

第３６条 厚生労働大臣は水道事業又は水道用水供給事業について、都道府県知事は専用水道に

ついて、当該水道施設が第５条の規定による施設基準に適合しなくなつたと認め、かつ、国民

の健康を守るため緊急に必要があると認めるときは、当該水道事業者若しくは水道用水供給事

業者又は専用水道の設置者に対して、期間を定めて、当該施設を改善すべき旨を指示すること

ができる。 

２ 厚生労働大臣は水道事業又は水道用水供給事業について、都道府県知事は専用水道について、

水道技術管理者がその職務を怠り、警告を発したにもかかわらずなお継続して職務を怠つたと

きは、当該水道事業者若しくは水道用水供給事業者又は専用水道の設置者に対して、水道技術

管理者を変更すべきことを勧告することができる。 

３ 都道府県知事は、簡易専用水道の管理が第３４条の２第１項の厚生労働省令で定める基準に

適合していないと認めるときは、当該簡易専用水道の設置者に対して、期間を定めて、当該簡

易専用水道の管理に関し、清掃その他の必要な措置を採るべき旨を指示することができる。 


